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居宅介護支援ASPサービス「そのまま介護シリーズ」

坂本　南海子

当社は2003年4月より介護業務支援サービスを月額制

サービスとして商品化した。ASP（Application Service

Provider）システムとすることにより，ユーザの初期導

入時の負担を軽減し，またメーカにとっては，2～3年ご

とに行われる介護保険法改正に対して迅速かつ低コスト

で対応することが可能となった。以下に，介護業務支援

ASPサービス「そのまま介護シリーズ」1）（以下，本サー

ビスと略す）を紹介する。

平成12年から施行の介護保険法により，それまで社会

福祉法人や医療法人が担ってきた高齢者の介護サービス

事業に，広く一般の営利法人の参入が可能となった。

特に高齢者が自宅でサービスを受ける「居宅介護サー

ビス」は小規模の事業所で始められることから，事業所

数は，年ごとに増加している。図1に，独立行政法人福祉

医療機構2）が発表した集計値を元に，全国で介護保険給

付の対象となる居宅介護サービスを提供している事業所

数の年ごとの推移を示す。

居宅介護サービス事業所には，いわゆる「ケアプラン」

を作成している居宅介護支援事業者や，訪問介護，通所

介護などの介護サービス事業者（以下，ユーザと略す）が

ある。ユーザは，介護保険給付を受けるための認定を受

けた高齢者（通常，利用者と呼ばれる。以下，利用者と

略す）に介護サービスを提供し，その報酬を受け取るた

めに利用者ごとに介護給付費請求書を作成し国民健康保

険団体連合会（以下，国保連と略す）に請求する。これ

らの事務処理作業は，ユーザ全体数の9割を占める比較的

事業規模の小さいユーザにとっては，多大な負担となっ

ており，効率化するためには事務処理システムの利用が

不可欠である（図2参照）。従来他社から提供されている

ソフトウェアの多くは，初期導入費用が20万円程度から

数百万円と費用負担が大きい上，介護保険法改正の度に

一件一件システムを更新しなければならないため，ユーザ

とメーカの双方に大きな負担が発生している。

一方，本サービスでは，ユーザはシステムの維持管理

に悩まされることなく，毎月わずかな費用（利用者25名

以内の訪問介護事業所の場合，税込月額9,975円）で利用

できる。インターネット環境もADSLやCATV，光ファ

イバ等の高速回線の普及や，接続料金の低価格化などに

商品化の背景

図1 全国の居宅介護サービス事業所数の推移
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より，インターネットを利用しやすい環境が

整ったこともあり，本サービスのようなASP

への関心が急激に高まってきている。以下に

本サービスの特徴を述べる。

（1）ユーザに馴染みやすい画面，機能

本サービスは，PCに不慣れなユーザに配

慮し，ユーザにとって有用な機能だけに絞り

込み，かつ事務処理ワークフローに沿ったメ

ニューの配置をしているため，業務を理解し

てさえいれば，直感的に理解して操作する事

が可能である。

たとえば介護給付費請求入力画面には図3

のように，ユーザが普段使用する書類と同じ

レイアウトを用いている。画面にデータを入

力して書類と見比べるだけで正しい入力結果

が得られ，介護給付費請求の誤り等を未然に

防止する効果がある。

（2）介護給付費請求業務フローの効率化

通常，介護給付費請求業務では，前月分の

介護サービスを提供した実績（以下，実績と

略す）を元に介護給付費請求書を作成し，翌

サービスの特徴

図2 システム概念図
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月1日から10日の間に書類もしくは電子媒体で国保連に提

出しなければならない。この実績と介護給付費請求が連

動する業務フローを，模式的に図4に示す。

一般的に利用者は高齢のため状態が変化しやすく，介

護サービスの内容や日程は，日常的に変更される。この

ため，実績を管理する業務も煩雑となる。実績と介護給

付費請求が連動しているシステムでは，結果的に月末か

ら翌月10日までの間に業務が集中してしまう。

本サービスでは，実績と介護給付費請求を分離してい

るため，ユーザは，10日間の請求期間は介護給付費請求

図4 煩雑な介護給付費請求業務フローの例
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図5 本サービスの介護給付費請求業務フロー
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＊1）ユーザ間では以下の情報が連携可能である。
・ユーザ間の利用者基本情報。
・居宅介護支援事業者から介護サービス事業者へのサービス提供票情報。

業務だけに集中することができる（図5）。前述の入力画

面レイアウトの特徴と，本項の業務フローの効率化によ

り，介護給付費請求業務にかかわる時間は大幅に短縮さ

れた。本サービスのユーザには，毎月介護給付費請求業

務に費やす時間が3分の1程度まで短縮され，利用者15名

程度で，約3時間かかっていた作業が1時間程度で完了し

ている例もある。この点はビジネス特許の対象としている。

（3）ユーザサポート

本サービスのユーザは，介護保険に精通したスタッフ

が質問に答える「返戻相談サービス」が利用できる。変

化の激しい介護保険制度にあっては，「返戻相談サービス」

から最新の情報が得られ，ユーザに還元されたりシステム

に反映されることもある。特に開業間もないユーザにとっ

て非常に有用で好評を得ている。

（1）ユーザとメーカの負担軽減

ユーザにとっては，導入にあたって特別なインストール

作業は必要なく，ユーザごとの月額利用料のみで利用で

きるため，極めて負担の軽いシステムといえる。また，イ

ンターネット接続可能なPCから同時に何台でも利用する

ことが可能であるため，ユーザの事業規模が大きくなっ

た場合もインターネット接続可能なPCを増やせば良く，

最低限度の費用と労力で柔軟に対応することができる。介

護保険法の改正等によりバージョンアップが必要な場合

は，ユーザが個別にシステムのメンテナンス作業を行う

必要はなく，サーバプログラムの変更によってすべての

ユーザが同時に最新のシステムに移行される。このため，

メーカ側では大規模なメンテナンス体制を維持する必要

がない。ASPサービスであるため，制度の変更にも迅速

に対応でき，ノンストップサービスが実現された。

（2）ユーザ間のデータ連携

介護保険制度下の「居宅介護サービス」はその特徴と

して，近隣の複数のユーザが連携して1人の利用者に対し

て介護サービスを提供するため，ユーザ間の連絡が不可

欠である。本サービスではASP の利点を生かし，セキュ

リティを保ちながらユーザ間の利用者情報の連携を可能

とした＊1）。

本サービスを提供するシステムは，Linuxをはじめとす

るソフトウェア群を採用し，高機能，高レスポンス性能，

高セキュリティ性を実現し，しかも安価に構築されている。

また，ASPセンタは，災害，環境の脅威に対して対策さ

れた建物内にあり，部外者の侵入に対しても，生体認証

を含む対策がなされ，厳しく制限されている。

セキュリティ保持のためには，サーバが置かれている

ASPセンタにおける不正アクセス防止策（FireWall等に

よる外部からの不正アクセス防止）によって運用状態や

ネットワークは24時間常に監視されている。インター

ネット上でやり取りされる利用者の個人情報や事業所情

報のデータはSSL（Secure Sockets Layer）で暗号化さ

れ安全に伝送される。

2025年には，日本国民の3人に一人が高齢者になると

いわれている。今後ますます高齢化が進行するわが国で

は，国の方針として，コストのかかる施設介護から居宅

介護へとシフトされつつあり，今後も全国で，数多くの

ユーザ誕生することが予想される。その多くが小規模で

ある現状にあっては，低コストで業務支援を実現するASP

サービスはますます重要となってくる。今後も業務ノウ

ハウを蓄積し，ユーザの利便性を図りながら質の高いASP

サービスを提供したいと考えている。 ◆◆

1）「そのまま介護シリーズ」ホームページ
http://www.sonomama.biz
2）独立行政法人福祉医療機構WAMNET
http://www.wam.go.jp
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